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	スライド 1: 中心市街地の賑わい創出に向けた 熊本市役所庁舎建替えに関する検討
	スライド 2: 熊本市の中心市街地は、県全体の経済を牽引する商業集積であり、且つ観光や文化の振興に寄与する社会インフラとしての役割を果たしている。また、熊本地震やコロナ禍により甚大な影響を受けたが、最近では、各種イベントの再開やインバウンド需要の拡大に伴う交流人口の増加により、従来の賑わいを取り戻しつつある。 　加えて、ＴＳＭＣの進出による台湾を始めとした在熊外国人の増加や、「熊本版サイエンスパーク構想」の推進により、熊本都市圏だけでなく九州圏内における存在価値が高まることが期待される。
	スライド 3: このような中、熊本市においては、耐震問題を発端とした市庁舎の在り方に関する検討が進められ、本庁舎をＮＴＴ桜町敷地、中央区役所を花畑町別館跡地に建替える方針を示され、公募型プロポーザルを経て、令和７年２月に新庁舎基本計画策定及び基本設計等に係る業務委託契約が締結された。 　中心市街地の中核を成す市庁舎の建替えは、防災拠点としての機能、市民サービスの質及び利便性の向上はもとより、中心市街地に最大限の経済効果をもたらすべきものである。また、現市庁舎の跡地についても周辺の民有地を含めた面的な利活用
	スライド 4: 　熊本市は県都であり、熊本城を間近に見据える新しい市庁舎は本県を象徴するランドマークとなり得る。その為、最上階については、夜間を含めて市民や観光客に広く開放すること等の創意工夫により、新たな観光資源として活かす必要がある。
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	スライド 6: 　現市庁舎の立地は、中心商店街と熊本城域の中間に位置し、熊本城を望む絶好のロケーションを有することから、観光資源としての価値が非常に高い。この立地を最大限に活用し、中心市街地全体に経済効果を波及させる必要がある。 　また、熊本市中心市街地は、行政と中心商店街が連携し、双方のコミュニティ機能を最大限に活かしたコンパクトシティとして発展してきたが、市庁舎の移転による人流の変化等、予測困難な影響については、中心商店街をはじめとする事業者の今後の事業展開に不安を与えるものであり、当事者とのヒアリン
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